
スリムパワーリレー（ツイン接点タイプ）
RJシリーズ

高接触信頼性のツイン接点 ソケットはRJシリーズ（2極タイプ）と共通

 標準ねじ端子形 フィンガープロテクトねじ端子形（IP20） 　　プリント基板用

RJ22S形プラグイン端子タイプ

〈 ソケット取付け時 〉

RJ22V形プリント基板用タイプ
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RJ シリーズ スリムパワーリレープラグイン端子タイプ（ツイン接点タイプ）

● 2極・ツイン接点タイプでは最小幅クラスの小形サイズ（*1）。
●  両極性高輝度動作表示LEDを標準搭載。（シンプル形除く）
独自のライトガイド構造により、視認性に優れ点灯状態の確認
が容易。

●  順極性・逆極性のダイオード付タイプおよびCR回路付タイプ
も完備。

● ダイオードの特性は、全電圧とも逆耐電圧1,000V。
● UL、CSA、VDE認証、およびEN規格適合品。
● ロイド船級規格型式認定取得。
*1）2017年7月現在当社調べ。

●  規格認証製品の詳細は弊社ホームページをご覧ください。

ライト
ガイド

独自のライトガイド構造

種類［形番］
ツイン接点タイプ（プラグイン端子タイプ） 販売単位：1個 • コイル定格電圧

種類
2極（2cツイン接点）

指定記号 コイル電圧形番
（ご注文形番） 指定記号：□

標準形
（動作表示LED付） RJ22S-CL-□

A12、A24、A100、A110、A115、A120 A12 AC12V
A200、A220、A230、A240 A24 AC24V
D5、D6、D12、D24、D48 A100 AC100-（110）V
D100 A110 AC110V

シンプル形
（*2） RJ22S-C-□

A12、A24、A100、A110、A115、A120 A115 AC115V
A200、A220、A230、A240 A120 AC120V
D5、D6、D12、D24、D48 A200 AC200-（220）V
D100 A220 AC220V

順極性ダイオード付
（動作表示LED付） RJ22S-CLD-□

D5、D6、D12、D24、D48 A230 AC230V
D100 A240 AC240V

順極性ダイオード付
（*2） RJ22S-CD-□

D5、D6、D12、D24、D48 D5 DC5V
D100 D6 DC6V

逆極性ダイオード付
（動作表示LED付） RJ22S-CLD1-□

D5、D6、D12、D24、D48 D12 DC12V
D100 D24 DC24V

逆極性ダイオード付
（*2） RJ22S-CD1-□

D5、D6、D12、D24、D48 D48 DC48V
D100 D100 DC100-110V

CR回路付
（動作表示LED付） RJ22S-CLR-□

A12、A24、A100、A110、A115、A120 ● A100、A200は3定格コイルです。
（コイル定格表参照）A200、A220、A230、A240

CR回路付
（*2） RJ22S-CR-□

A12、A24、A100、A110、A115、A120
A200、A220、A230、A240

*2）動作表示LEDを装備していません。

接点定格
接点許容電力 定格負荷

接点
許容電流

接点
許容電圧

最小適用
負荷（*3）抵抗負荷 誘導負荷 電圧 抵抗負荷 誘導負荷

cosø=0.4  L/R=7ms

AC250VA
DC30W

AC100VA
DC15W

AC250V 1A 0.4A
1A AC250V

DC125V
DC1V
100μA（参考値）DC30V 1A 0.5A

*3）開閉頻度120回／minにおける値です。故障率P水準（参考値）

ツイン接点（最小適用負荷：DC1V・100μA）により高い接触信頼性を実現。

IEC規格に準じた緑色表示。

標準価格についてはホームページをご覧ください。
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RJ シリーズ スリムパワーリレープラグイン端子タイプ（ツイン接点タイプ）

特性
形式 RJ22S
極数 2極
接点構成 2c（ツイン接点）
接点材質 AgNi（Auクラッド）
保護構造 IP40（閉鎖形）
接触抵抗（初期値） （*3）50mΩ以下
動作時間 （*4）15ms以下
復帰時間 （*4）10ms以下
インパルス耐電圧 AC10,000V（接点回路と操作コイル間）
絶縁抵抗 100MΩ以上（DC500Vメガ）

耐
電
圧

接点回路と操作コイル間 AC5,000V・1分間
同極接点間 AC1,000V・1分間
異極接点間 AC3,000V・1分間

耐
振
動

誤動作 周波数10～55Hz 片振幅0.75mm
耐久 周波数10～55Hz 片振幅0.75mm

耐
衝
撃

誤動作 a接点側：200m/s2、b接点側：100m/s2

耐久 1,000m/s2

電気的耐久性 
（定格負荷）

AC負荷：10万回以上（開閉頻度1,800回／時）
DC負荷：20万回以上（開閉頻度1,800回／時）

機械的耐久性 
（無負荷）

ACコイル：1,000万回以上（開閉頻度18,000回／時）
DCコイル：2,000万回以上（開閉頻度18,000回／時）

使用周囲温度 （*5）－40～＋70˚C（ただし、氷結しないこと）
使用周囲湿度 5～85%RH（ただし、結露しないこと）
保存周囲温度 －40～＋85˚C（ただし、氷結しないこと）
保存周囲湿度 5～85%RH（ただし、結露しないこと）
質量（約） 19g

*3） DC5V・1A電圧降下法による。
*4） 定格電圧印加時（at 20˚C）、バウンスは除きます。 

ダイオード付の復帰時間は、20ms以下となります。 
CR回路付の復帰時間は、20ms以下となります。

*5）定格電圧の100％印加時。

適合ソケット ご注文形番にてご注文ください。

種類 形番 ご注文形番 販売単位

標準ねじ端子形 SJ2S-05B SJ2S-05B 1個

フィンガープロテ
クトねじ端子形 SJ2S-07L SJ2S-07L 1個

プリント基板用
SJ2S-61 SJ2S-61PN10 1パック 

（同種10個入り）

SJ2S-61 SJ2S-61PN50 1パック 
（同種50個入り）

リレーコイルのテープ色

コイル電圧 コイル色

AC12V 黄
AC24V 白
AC100-（110）V 黄
AC110V 透明
AC115V 黄
AC120V 青
AC200-（220）V 黄
AC220V 黒
AC230V 黄
AC240V 赤
DC5V 黄
DC6V 黄
DC12V 黄
DC24V 緑
DC48V 黄
DC100-110V 黄

認証定格

Voltage
UL認証定格 CSA認証定格 VDE認証定格

Resistive General Use Resistive Inductive General Use Resistive
NO NC NO NC NO NC NO NC NO NC NO NC

AC250V ー ー 1A 1A ー ー ー ー 1A 1A 1A 1A
DC30V 1A 1A ー ー 1A 1A 1A 1A ー ー 1A 1A

注）IEC60947-5-1に基づく開閉素子の使用負荷種別を示す。

コイル定格

コイル定格電圧
（V）

指定記号
□

動作表示LED無し 動作表示LEDあり 動作特性（定格値に対して at 20˚C）

消費電力定格電流（mA）±15％、
（at 20˚C）

コイル抵抗
（Ω）±10％
（at 20˚C）

定格電流（mA）±15％、
（at 20˚C）

コイル抵抗
（Ω）±10％
（at 20˚C）

最小動作
電圧

（初期値）
復帰電圧
（初期値）

最大許容
電圧
（*2）50Hz 60Hz 50Hz 60Hz

AC
50/60Hz
（*1）

12V A12 87.3 75.0  62.5 91.1 78.8  62.5

80%以下 30%以上 140%

約1.1VA
（50Hz）
約0.9～ 
1.2VA
（60Hz）

24V A24 43.9 37.5  243 47.5 41.1  243
100-（110）V A100 10.5 9.0-10.4  4,470 10.3 8.8-10.2  4,470

110V A110 9.6 8.2  5,270 9.5 8.1  5,270
115V A115 9.1 7.8  6,030 9.0 7.7  6,030
120V A120 8.8 7.5  6,400 8.7 7.4  6,400

200-（220）V A200 5.3 4.5-5.2 17,950 5.3 4.5-5.2 17,950
220V A220 4.8 4.1 21,530 4.8 4.1 21,530
230V A230 4.6 3.9 24,100 4.6 3.9 24,100
240V A240 4.3 3.7 25,570 4.3 3.7 25,570

DC

5V D5 106　  47.2 110　  47.2

70%以下 10%以上
170% 約0.53～ 

0.64W

6V D6 88.3  67.9 92.2  67.9
12V D12 44.2  271 48.0  271
24V D24 22.1  1,080 25.7  1,080
48V D48 11.0  4,340 10.7  4,340

100-110V D100 5.3-5.8 18,870 5.2-5.7 18,870 160%

*1） 100-（110）Vおよび200-（220）Vは3定格コイルです。 *2）最大許容電圧は、リレーコイルに印加できる電圧の最大値です。 
100-（110）Vの場合、AC100V（50/60Hz）、AC110V（60Hz）です。 
200-（220）Vの場合、AC200V（50/60Hz）、AC220V（60Hz）です。

標準価格についてはホームページをご覧ください。



4

RJ シリーズ スリムパワーリレープラグイン端子タイプ（ツイン接点タイプ）

外形寸法図 （単位：mm）
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内部配線図（BOTTOM VIEW）

RJ22S-CL-□ 標準形（動作表示LED付） RJ22S-CLD1-□ 逆極性ダイオード付（動作表示LED付）

RJ22S-C-□ シンプル形 RJ22S-CD1-□ 逆極性ダイオード付

RJ22S-CLD-□ 順極性ダイオード付（動作表示LED付） RJ22S-CLR-□ CR回路付（動作表示LED付）

RJ22S-CD-□ 順極性ダイオード付 RJ22S-CR-□ CR回路付

周囲温度とコイル温度上昇　　　　　　　　　　
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ACコイル／60Hz時 ACコイル／50Hz時 DCコイル
温
度
上
昇( 

℃)

温
度
上
昇( 

℃)

温
度
上
昇( 

℃)

および接点通電無し
接点通電1A×2回路、 接点通電1A×2回路、

および接点通電無し 接点通電1A×2回路、
および接点通電無し

注）破線は、異なる周囲温度におけるコイルの温度上昇許容値を示す。

AC/DC24V以下のコイル定格電圧 AC/DC24Vを超えるコイル定格電圧

5（24）6（21）7（22）

4（14）3（11）2（12）
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　1
（A1）

　8
（A2）

2（12）3（11）4（14）

7（22）6（21）5（24） 5（24）6（21）7（22）

4（14）3（11）2（12）

（A2）
　8

（A1）
　1

（A1）
　1

（A2）
　8

2（12）3（11）4（14）

7（22）6（21）5（24）

DC24V以下のコイル定格電圧 DC24Vを超えるコイル定格電圧

－

＋

－

＋

5（24）6（21）7（22）

4（14）3（11）2（12）
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（A1）
　1

－

＋

DC24V以下のコイル定格電圧

（A1）
　1

（A2）
　8

2（12）3（11）4（14）

7（22）6（21）5（24） 5（24）6（21）7（22）

4（14）3（11）2（12）

（A2）
　8

（A1）
　1

DC24Vを超えるコイル定格電圧

－

＋

－

＋

　 AC24Vを超えるコイル定格電圧AC24V以下のコイル定格電圧

2（12）3（11）4（14）

7（22）6（21）5（24）
　8
（A2）

　1
（A1）

2（12）3（11）4（14）

7（22）6（21）5（24）
　8
（A2）

　1
（A1）

（A1）
　1

（A2）
　8

2（12）3（11）4（14）

7（22）6（21）5（24）

－

＋

2（12）3（11）4（14）

7（22）6（21）5（24）

　1
（A1）

　8
（A2）

（備考） コイル定格電圧（100％）印加時。3定格コイルは高電圧の方で100％。 
100-（110）Vの場合、AC100V（50Hz）、AC110V（60Hz）。 
200-（220）Vの場合、AC200V（50Hz）、AC220V（60Hz）。
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RJ シリーズ スリムパワーリレープラグイン基板タイプ（ツイン接点タイプ）

● 2c、2a接点から選択可能。
● IDEC独自の復帰ばね構造による優れた耐久性。
● フラックスタイト構造。
● ロイド船級規格型式認定取得。

●  規格認証製品の詳細は当社ホームページをご覧ください。

種類［形番］
ツイン接点タイプ（プリント基板タイプ） 販売単位：１個 • コイル定格電圧

種類 接点
2極（2cツイン接点）

指定記号 コイル電圧形番
（ご注文形番） 指定記号：□

基準形

c接点 RJ22V-C-□

A12、A24、A100、A110、A115、A120 A12 AC12V
A200、A220、A230、A240 A24 AC24V
D5、D6、D12、D24、D48 A100 AC100-（110）V
D100 A110 AC110V

a接点 RJ22V-A-□

A12、A24、A100、A110、A115、A120 A115 AC115V
A200、A220、A230、A240 A120 AC120V
D5、D6、D12、D24、D48 A200 AC200-（220）V
D100 A220 AC220V

A230 AC230V
A240 AC240V
D5 DC5V
D6 DC6V
D12 DC12V
D24 DC24V
D48 DC48V
D100 DC100-110V

● A100、A200は３定格コイルです。
　（コイル定格表参照）

接点定格
接点許容電力 定格負荷 接点

許容電流
接点
許容電圧

最小適用
負荷（*1）抵抗負荷 誘導負荷 電圧 抵抗負荷 誘導負荷

cosφ=0.4  L/R=7ms

AC250VA
DC30W

AC100VA
DC15W

AC250V 1A 0.4A
1A AC250V

DC125V
DC1V
100μA（参考値）DC30V 1A 0.5A

*1）開閉頻度120回／minにおける値です。故障率P水準（参考値）

認証定格

Voltage
UL認証定格 CSA認証定格 VDE認証定格

Resistive General Use Resistive Inductive General Use Resistive
NO NC NO NC NO NC NO NC NO NC NO NC

AC250V ー ー 1A 1A ー ー ー ー 1A 1A 1A 1A
DC30V 1A 1A ー ー 1A 1A 1A 1A ー ー 1A 1A

● IEC60947-5-1に基づく開閉素子の使用負荷種別を示す。

ツイン接点（最小適用負荷：DC1V・100μA）により高い接触信頼性を実現。

a接点タイプ　　　　　　c接点タイプ

標準価格についてはホームページをご覧ください。
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RJ シリーズ スリムパワーリレープリント基板タイプ（ツイン接点タイプ）

コイル定格

コイル定格電圧（V） 指定記号□
定格電流（mA）±15％、（at 20˚C）

コイル抵抗（Ω） 
±10％（at 20˚C）

動作特性（定格値に対して at 20˚C）
消費
電力50Hz 60Hz 最小動作電圧

（初期値）
復帰電圧
（初期値）

最大許容電圧
（*2）

AC
50/60Hz
（*1）

12V A12 87.3 75.0  62.5

80%以下 30%以上 140%

約1.1VA
（50Hz）
約0.9～ 
1.2VA
（60Hz）

24V A24 43.9 37.5  243
100-（110）V A100 10.5 9.0-10.4  4,470

110V A110 9.6 8.2  5,270
115V A115 9.1 7.8  6,030
120V A120 8.8 7.5  6,400

200-（220）V A200 5.3 4.5-5.2 17,950
220V A220 4.8 4.1 21,530
230V A230 4.6 3.9 24,100
240V A240 4.3 3.7 25,570

DC

5V D5 106　  47.2

70%以下 10%以上 170% 約0.53～ 
0.64W

6V D6 88.3  67.9
12V D12 44.2  271
24V D24 22.1  1,080
48V D48 11.0  4,340

100-110V D100 5.3-5.8 18,870 160%
*1） 100-（110）Vおよび200-（220）Vは3定格コイルです。 

100-（110）Vの場合、AC100V（50/60Hz）、AC110V（60Hz）です。 
200-（220）Vの場合、AC200V（50/60Hz）、AC220V（60Hz）です。

*2）最大許容電圧は、リレーコイルに印加できる電圧の最大値です。 

リレーコイルのテープ色

コイル電圧 コイル色

AC12V 黄
AC24V 白
AC100-（110）V 黄
AC110V 透明
AC115V 黄
AC120V 青
AC200-（220）V 黄
AC220V 黒
AC230V 黄
AC240V 赤
DC5V 黄
DC6V 黄
DC12V 黄
DC24V 緑
DC48V 黄
DC100-110V 黄

特性
形式 RJ22V
極数 2極
接点構成 2c（ツイン接点）・2a（ツイン接点）
接点材質 AgNi（Auクラッド）
保護構造 フラックスタイト形
接触抵抗（初期値） （*3）50mΩ以下
動作時間 （*4）15ms以下
復帰時間 （*4）10ms以下
絶縁抵抗 100MΩ以上（DC500Vメガ）
インパルス耐電圧 AC10,000V（接点回路と操作コイル間）

耐
電
圧

接点回路と操作コイル間 AC5,000V・1分間
同極接点間 AC1,000V・1分間
異極接点間 AC3,000V・1分間

耐
振
動

誤動作 周波数10～55Hz 片振幅0.75mm
耐久 周波数10～55Hz 片振幅0.75mm

耐
衝
撃

誤動作 a接点側：200m/s2、b接点側：100m/s2

耐久 1,000m/s2

電気的耐久性 
（定格負荷）

AC負荷： 10万回以上（開閉頻度1,800回／時）
DC負荷：20万回以上（開閉頻度1,800回／時）

機械的耐久性 
（無負荷）

ACコイル： 1,000万回以上（開閉頻度18,000回／時）
DCコイル： 2,000万回以上（開閉頻度18,000回／時）

使用周囲温度 （*5）－40～＋70˚C（ただし、氷結しないこと）
使用周囲湿度 5～85%RH（ただし、結露しないこと）
保存周囲温度 －40～＋85˚C（ただし、氷結しないこと）
保存周囲湿度 5～85%RH（ただし、結露しないこと）
質量（約） 2c接点：17g、2a接点：16g

*3） DC5V・1A電圧降下法による。
*4） 定格電圧印加時（at 20˚C）、バウンスは除きます。
*5）定格電圧の100％印加時。
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RJ シリーズ スリムパワーリレープリント基板タイプ（ツイン接点タイプ）

外形寸法図 （単位：mm）
• RJ22V-C-□
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• RJ22V-A-□
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プリント基板加工図（BOTTOM VIEW）
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内部配線図（BOTTOM VIEW）
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周囲温度とコイル温度上昇　　　　　　　　　　

周囲温度（℃）

130
120
110
100
90
80
70
60
50
40
30
20
10

7060504030201000 10 20 30 40 50 60 70

10
20
30
40
50
60
70
80
90

100
110
120
130

周囲温度（℃）周囲温度（℃）

130
120
110
100
90
80
70
60
50
40
30
20
10

706050403020100

ACコイル／60Hz時 ACコイル／50Hz時 DCコイル
温
度
上
昇( 
℃)

温
度
上
昇( 

℃)

温
度
上
昇( 

℃)

および接点通電無し
接点通電1A×2回路、 接点通電1A×2回路、

および接点通電無し 接点通電1A×2回路、
および接点通電無し

注）破線は、異なる周囲温度におけるコイルの温度上昇許容値を示す。

（備考） コイル定格電圧（100％）印加時。3定格コイルは高電圧の方で100％。 
100-（110）Vの場合、AC100V（50Hz）、AC110V（60Hz）。 
200-（220）Vの場合、AC200V（50Hz）、AC220V（60Hz）。

● 取り付け、取り外し、配線作業および保守・点検は必ず電源を
切って行ってください。感電および火災の危険があります。

● 必ず定格仕様の範囲内で、あるいは仕様を守ってご使用くだ
さい。感電および火災の危険があります。

● 配線は印加電圧、通電電流に適した電線サイズを使用し、 
端子ねじは適正締め付けトルクで締め付けてください。

 安全に関するご注意



www.idec.com/japan

〒532-0004 大阪市淀川区西宮原2-6-64 0120-992-336 携帯電話・PHSの場合 050-8882-5843

• 記載されている社名及び商品名は、各社の登録商標です。
• 仕様、その他記載内容は予告なしに変更する場合があります。

名古屋営業所
大 阪 営 業 所
広 島 営 業 所
福 岡 営 業 所

〒108-6014
〒464-0850
〒532-0004
〒730-0051
〒812-0013

東京都港区港南2－15－1（品川インターシティA棟14F）
名古屋市千種区今池4－1－29（ニッセイ今池ビル）
大 阪 市 淀 川 区 西 宮 原 2 － 6 － 64
広島市中区大手町4－6－1 6（山陽ビル）
福岡市博多区博多駅東3－1－1（ノーリツビル福岡）

東 京 営 業 所

P1376-2　本カタログ記載の情報は、2019年7月現在のものです。

RJ シリーズ スリムパワーリレー（ツイン接点タイプ）

1 .  リレーの駆動回路について
（1） リレーの動作を確実に行うため、定格電圧を印

加してください。
（2） DCコイルの入力電源について
リレーの安定した動作特性を得るには、コイル
電源は完全直流が望ましいですが、リップルを
含む電源をご使用の際は、リップル率5%以下
でご使用ください。整流回路を通す場合は、リッ
プル率の大小により特性（動作電圧、復帰電
圧）が異なりますので、下図のように平滑コン
デンサを挿入し、特性を確認してください。

＋

－
R リレー平滑

コンデンサー

脈動分

Emin Emax Emean 直流分

リップル率（％）＝ ×100％
Emax－Emin

Emax ＝脈動分の最大値
Emin ＝脈動分の最小値
Emean＝直流平均値

Emean

（3） AC負荷と同期的に開閉する場合の注意事項

R

Vin
EAC

TE

負荷

Vin

EAC

　 　リレー接点を電源電圧に同期して開閉する場
合、寿命が低下することがあります。このよう
な場合、回路に要求される信頼性とのバランス
でリレーを選択してください。または、開閉時
の位相がランダムになるかゼロ位相付近で開閉
するようにしてください。

（4） オフ時の暗電流
　悪い例  

R

Ι0

TE

　改善例  
R

　 リレーの動作と同時に別信号を取り出す場合、
回路上注意が必要です。例えば、悪い例では暗電
流Ioが流れます。暗電流がリレーコイルに流れる
と復帰不良や、耐振動、耐衝撃の低下をまねくこ
とがあります。
　 改善例のような回路にしてください。
（5） トランジスタ駆動におけるサージ電圧防止。
リレーのコイル電流をオフした際、高電圧パル
スが発生しトランジスタが劣化、破損に至るこ
とがありますので、必ず逆起電力防止ダイオー
ドを接続してください。なお、この場合はリレー
の復帰時間の遅れが生じます。この時間遅れ
を短くする必要があるときはトランジスタのCE
間にツェナーダイオードでツェナー電圧が供給
電源電圧より、少し高い電圧のものを接続す
れば改善されます。

R
逆起電力
防止ダイオード リレー

＋

－

2 .  リレーの接点保護について
（1） 接点定格は最大値で表しています。瞬時にも

これらの値を超えないように、ご注意ください。
突入電流のある負荷は接点溶着する恐れがあ
りますので、必ず電流制限抵抗などの接点保
護回路を入れてください。

（2） 接点保護回路
誘導負荷を開閉する場合はアークによる炭化
物の生成など接触抵抗の増大があり、接触信
頼性や寿命、雑音防止の面からもサージ吸収
素子による接点保護回路の挿入をおすすめしま
す。なおこの場合は、負荷の復帰時間が若干
遅くなりますので実負荷にてご確認の上ご使用
ください。また、正しく使用しないと逆効果と
なりますのでご注意ください。接点保護回路の
代表例を次表に示します。

C
R
方
式

誘導負荷電源
C R

AC電源で使用する場合で、
負荷のインピーダンスが
CRのインピーダンスより
小さい時に使用できます。
C：0.1～1μF
R：負荷と同程度の抵抗値

誘導負荷電源
C
R

AC、DC電源とも使用でき
ます。
C：0.1～1μF
R：負荷と同程度の抵抗値

ダ
イ
オ
ー
ド
方
式

誘導負荷電源

＋

－
D

DC電源専用、ダイオード
の逆耐電圧は回路電圧の約
10倍以上のもの、また順方
向電流は負荷電流以上のも
のをご使用ください。

バ
リ
ス
タ
方
式

誘導負荷電源
バ
リ
ス
タ

AC、DC電源とも使用でき
ます。電源電圧が24V～
48V時は負荷側に、100V
～200V時は接点間に、そ
れぞれ接続すると効果的で
す。

（3） 次のような接点保護回路の使い方は避けて 
ください。

負荷電源C

遮断時のアーク消弧には、非常に効
果がありますが、接点の開路時Cに
容量がたくわえられているため、接
点の投入時にCの短絡電流が流れる
ので、接点が溶着しやすくなります。

負荷電源 C

遮断時のアーク消弧には、非常に効
果がありますが、接点の投入時にC
への充電電流が流れるので接点が溶
着しやすくなります。

通常、直流誘導負荷は、抵抗負荷に比べ開閉が困
難とされていますが、適切なアーク・キラーを用
いると抵抗負荷と同程度まで性能が向上します。

3 .  プリント基板への実装について
●  リレーをプリント基板上に2個以上ご使用の場
合、取付方向間隔を各方向5mm以上離してく
ださい。最小取付け間隔をご確認ください。

●  手付けはんだは、60Wのはんだごて（先端温
度350˚C）で素早く3秒以内に行ってください。
（ 鉛フリーはんだご使用の場合はSn-Ag-Cuタ
イプを推奨します。）

●  自動はんだの場合は、はんだ温度250˚C、はん
だ時間4～5秒で行ってください。

●  端子部にはエポキシ充填されていますので、あ
まり長く加熱したり、端子を根本より曲げたりし
ますと気密性が劣化する恐れがありますのでご
注意ください。

●  ケースおよびエポキシ充填部には、はんだが直
接付着しないようにご注意ください。

●  フラックスは、非腐食性のロジン系をご使用く
ださい。

4 .その他のご注意
（1）一般的な取扱いについて
●  初期の性能を維持するためには落としたり衝撃
を与えたりしないようにご注意ください。

●  ケースは通常の取扱いでは、はずれないように
なっています。初期の性能を維持するために、
ケースをはずさないようにしてください。

●   塵埃、SO2、H2Sや有機ガスが少ない環境で 
お使いください。

●  コイル印加電圧が最大許容電圧を超え連続印
加されることがないようにしてください。

（2）電子回路を負荷とする場合
負荷が電子回路などのように高速で応答するも
のに対しては、接点バウンスは誤動作の原因とな
りますので、次のような対策を行ってください。
（a）積分回路を挿入する。
（b） バウンスによるパルス発生を負荷のノイズ・

マージン以下とする。
（3） 非常に強い磁界の発生する付近での使用は、

誤動作の原因となりますので、ご注意ください。

使用上のご注意


